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経口GLP-1薬の期待と限界

日本では未承認｜2026年10月4日確認

米国での承認は、日本での処方・適応・保険適用を意味しません。

経口薬としての可能性

1日1回服用する非ペプチド型のGLP-1受容体作動薬。米国製剤は食事の有無にかかわらず服用できます。

便利さだけで薬の優劣は決められません。

肥満への効果：ATTAIN-1

糖尿病のない成人3,127人、72週間。全群に食事・身体活動の支援を併用。

主解析：11.2%

中止なども含めた、

治療方針全体の効果を推定。

別解析：12.4%

全員が割り付けられた治療を

続けた場合を想定。

最高用量群の体重減少率。主解析のプラセボ群は2.1%。個人の効果を保証する数字ではありません。試験カ

プセルの用量を、販売錠剤の服用量へ流用しないでください。

安全性と日本での位置づけ

悪心・下痢・便秘・嘔吐などの胃腸症状、有害事象による中止にも目を向けます。飲み薬でも禁忌・併用

薬・妊娠等の確認が必要です。

国内の適応・用量・薬価・保険適用は未確定。個人輸入や自己判断での使用は勧めません。

治療についての相談

個々の治療方針は、担当の先生の判断によります。気になることがあれば、次の受診のときに、相談してみ

てください。

主な出典：Wharton S, et al. NEJM 2025;393:1796–1806.

PMID 40960239 / DOI 10.1056/NEJMoa2511774

米国Foundayo添付文書（07/2026）・jRCT2031260316

監修：今村久司（脳神経内科専門医・指導医）

教育目的の情報であり、個別の診療に代わるものではありません。


